
2025.2.20担当社長/信田

● 令和７年度事業計画の原案承認

● 令和７年度部会・委員会活動計画　

● 北見経済センター貸会議室の運営

● 会費の改定

● 令和７年度税制・関連法の改正

● 令和７年度各種検定試験日程

　北見の冬をにぎやかに彩った「第55回北見
冬まつり」（2/8・9）と「第26回2025北見厳
寒の焼き肉まつり」（2/7）。市内外からの来場
者が冬や食を満喫しました

　昭和63年に創業した㈱
ナカシン（中智美現社長）
は、道産大豆の卸売、不
動産の賃貸業のほか、ス
マートフォン向けアプリ
ケーションの開発・提供
などの業務を行っていま
す。アプリ開発は東京で
システムエンジニア（ＳＥ）
を務め平成30年に帰郷し
た中高晃専務（36）が担当。

「禁煙ソルジャー」「禁酒マン」など、ゲーム感
覚で楽しく健康づくりを推進できるアプリをメイ
ンに18種類を開発。令和３年から無料配信を開始
し、現在の月間アクティブユーザーは約４万人。
要望に応え高機能化・外国版にも対応。「健康づ
くりのきっかけになれば」と話す中専務。北見の
企業誘致情報も独自に発信。「ＳＥ、アプリ開発
で培ったスキルを他業務の推進、北見のＰＲにも
生かしていきたい」と話しています。

　昭和63年設立の㈲ブリックヨウコ（塩田英穂社
長）が経営する「yoshinoya GINZA（ヨシノヤ
ギンザ）」。塩田社長（75）は昭和50年代に函館で
靴業界に入り、北見で独立開業（㈱ブリックシオ
タ）。フランスやイタリアでの仕入れ、銀座ヨシ
ノヤ（日本の高級婦人靴ブランド）のフランチャ
イズ店として婦人靴をメインにバッグやアウター
を取り揃えています。顧客は30代から80代と幅
広い。「履き心地があってのデザイン」と、コー
ディネートも提案しながらの接客スタイル。同店
を切り盛りする社
長夫人も靴業界歴
は長く、この商売
の魅力は、「人と
の出会い」と。目
指すは「国内外の
厳選した婦人靴を
メインとしたセレ
クトショップ」。

４
　

月

３
　

月

◆７日 道商連正副会頭会議・人材対策等合同委
員会・政策委員会・常議員会・通常議員
総会合同会議、日本商工連盟北海道連合
会総会（札幌市）

◆10日　三役会、第336回常議員会
◆12日　マル経審査会
◆14日 新入社員研修講座、専門家個別経営相談

（21日・26日）
◆17日 三役会、日本商工連盟北見地区連盟総会、

第222回通常議員総会、市政報告会
◆26日　創業相談DAY
◆27日 知財に関する無料相談会
   
◆３日　東北海道商工会議所専務理事・事務局長

会議（帯広市）
◆４日　三役会、専門家個別経営相談（11日・18

日・25日）
◆９日 オホーツク管内商工会議所会頭会議
◆20日　情報処理技術者試験
◆21日　三役会
◆22日　定期健康診断（～24日）
◆23日　議員会視察研修（～25日、一関・弘前市）

発行日　2025年３月６日（隔月発行）　　　発行人　専務理事　服　部　浩　司
発行所　北見商工会議所　北見市北３条東１丁目２　TEL（0157）23-4111　FAX（0157）22-2282
ホームページ　http://kitamicci.or.jp
メ ー ル　info@kitamicci.or.jp

　新年を迎え、すでに２カ月が経過し３月
となり、北海道でもだいぶ春の兆しが感じ
られる時期となってきました。
　また、３月下旬から４月上旬にかけては、
転勤や進学などにより引っ越しのピークに
なってきます。当所でも時期は若干異なり
ますが、５月下旬完成予定の新経済セン
タービルへの引っ越しを控えています。
　ただ、自分の机や棚の中にある整理して

いない大量の書類などのことを考えると、引っ越し
がかなり億劫となり、日頃から整理整頓をしっかり
としておけば良かったと、今更ながら後悔していま
す。気づけば引っ越しまで残り数カ月しかありませ
んので、何とか片付けて間に合わせたいと思います。
　最後に、このようなことにならないためにも仕事
における整理整頓のポイントとして、①整理整頓の
基本は「捨てる」こと、②使った物を置きっぱなし
にしない、③物の定位置を決めておく、④就業時に
整頓する習慣をつけることの4点が重要とのことで
す。
　新しい事務所に移った際には、毎日、朝からきれ
いな職場で仕事ができるように日頃からの整理整頓
を徹底していきたいです。

編
集
後
記

編
集
後
記

日頃からの整理整頓の大切さ再認識
新経済センタービルへの引っ越しを控え
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今後の予定今後の予定
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会 員 紹 介 会員増強運動中！
～非会員に入会をお勧めください～

北見商工会議所は、「健康経営優良
法人」の認定を受け、会員事業所の

「健康経営」を推進しています
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〈変 更 点〉

いい部屋ネット北見店

  会員種別 基準口数 新年会費
 個人会員 ２口以上 12,000円以上
 法人・団体会員 ３口以上 18,000円以上

●　１口当たりの会費金額を一律6,000円に変更
●　個人会員の負担口数を１口以上から２口以上に変更
●　法人・団体会員の負担口数を２口以上から３口以上に変更
●　現口数が３口以上の会員の皆様は、口数あたり1,000円増える
　ことになります。

　
当
所
で
は
、
年
会
費
を
平
成
９
年
４
月

に
改
定
し
て
以
降
、
こ
れ
ま
で
会
員
拡

大
・
事
業
収
入
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、

職
員
数
や
経
費
支
出
の
見
直
し
を
図
り
、

事
業
運
営
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
昨

今
の
急
激
な
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
よ
り

当
所
の
各
種
経
費
は
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
、
管
内
の
事
業
所
数
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
当
所
に
お
け
る

健
全
な
財
政
と
経
営
支
援
体
制
の
充
実
な

ら
び
に
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を

図
る
べ
く
、
昨
年
度
か
ら
三
役
会
、
各
委

員
会
に
お
い
て
、
年
会
費
改
定
の
検
討
を

重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
　

　
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
度
よ
り
当

所
年
会
費
を
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
会
員
事
業
所
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
物
価
高
騰
に
よ
り

経
営
環
境
が
厳
し
い
中
、
大
変
恐
縮
で
す

が
、
何
卒
、
ご
理
解
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
所
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
き
ま
し
て

専
門
窓
口
を
い
ち
早
く
設
置
し
、
各
種
支

援
金
や
感
染
対
策
等
の
情
報
提
供
な
ら
び

に
支
援
を
強
化
し
会
員
事
業
所
の
維
持
・

存
続
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

   

引
き
続
き
、
経
営
支
援
体
制
の
強
化
・

充
実
を
図
り
、
会
員
企
業
の
発
展
と
地
域

経
済
の
振
興
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

何
卒
、
ご
理
解
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

年
会
費
改
定
に
つ
い
て
、
ご
質
問
等
あ

れ
ば
、
総
務
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
の
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー

の
貸
会
議
室
の
運
営
は
、
４
月

30
日
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
４
月
か
ら
の
貸

会
議
室
は
２
階
、
平
日
の
み

（
土
・
日
・
祝
日
閉
館
）。
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
℡
23
ー
４
１
１
１
）。

　
利
用
の
際
に
は
、
再
開
発
工

事
に
よ
る
騒
音
や
振
動
、
１
階

出
入
り
口
の
一
部
通
行
規
制
な

ど
予
め
ご
了
承
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
新
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

貸
会
議
室
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
ご
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

新
年
度
に
向
け
た
１
月
の
正
副
会
頭
と

部
会
長
・
委
員
長
懇
談
会
、
部
会
・
委
員

会
な
ど
を
経
て
、
２
月
26
日
の
正
副
会
頭

と
正
副
部
会
長
・
委
員
長
合
同
連
絡
会
議

で
、
当
所
の
令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
原

案
）と
部
会
・
委
員
会
の
活
動
計
画
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
月
17
日
の
第
３
３
５
回
常
議

員
会
と
第
２
２
１
回
臨
時
議
員
総
会
に
お

い
て
、
当
所
の
年
会
費
の
改
定（
会
費
お

よ
び
負
担
金
に
関
す
る
規
則
の
改
正
）が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
舛
川
誠
会
頭
と
服
部
浩
司
専
務
理
事

は
、
改
定（
値
上
げ
）の
理
由
（
物
価
高
騰

に
よ
る
諸
経
費
増
、
経
営
支
援
体
制
の
強

化
・
充
実（
職
員
採
用
等
）、
経
過（
昨
年

か
ら
の
調
査
、
三
役
、
総
務
委
員
会
を
皮

切
り
と
し
た
協
議
）、
変
更
点（
改
定
内

容
）
な
ど（
概
要
は
本
誌
２
頁
に
掲
載
）

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
舛
川
会
頭
は
、「
平
成
９

年
以
来
、
28
年
ぶ
り
の
改
定
。
苦
渋
の
決

断
。
会
員
の
皆
さ
ま
へ
の
丁
寧
な
説
明
に

努
め
て
い
き
た
い
」
と
改
定
へ
の
理
解
を

求
め
る
と
と
も
に
、
６
月
か
ら
の
新
北
見

経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
を
拠
点
と
し
た
会
議

所
運
営
に
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
事
業
計
画（
原
案
）の
新
規

事
業
と
し
て
、「
政
策
提
言
、
要
望
活
動

の
積
極
的
な
展
開
」
に 

北
見
を
核
と
し

た
新
た
な
観
光
振
興
の
検
討
・
推
進
、

「
賑
わ
い
と
活
力
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
の

推
進
」
に
「
交
流
広
場
」（
市
街
地
再
開

発
で
新
設
）の
利
活
用
に
向
け
た
支
援
・

協
力
、「
中
小
・
小
規
模
企
業
の
経
営
基

盤
及
び
環
境
整
備
の
推
進
」
に
域
内
事
業

者
に
よ
る
展
示
会
・
即
売
会
の
開
催
、
輸

出
に
向
け
た
調
査
・
研
究
、
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

活
用
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
支
援
の
実
施
、
出
張
型

企
業
説
明
会
の
検
討
、「
当
所
の
円
滑
な

運
営
及
び
財
政
強
化
」
に
新
北
見
経
済
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
貸
会
議
室
の
Ｐ
Ｒ
・
利
用
促

進
、
役
員
・
議
員
の
改
選
、
同
ビ
ル
落
成

祝
賀
会
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
は
、
第
３
３

６
回
常
議
員
会（
３
／
10
）の
議
決
を
経

て
、
第
２
２
２
回
通
常
議
員
総
会（
３
／

17
）で
正
式
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
２
月
の
常
議
員
会
・
臨
時
議
員
総
会
で

議
員
の
職
務
を
行
う
者
の
変
更（
ア
ク
サ

生
命
保
険
㈱
北
見
営
業
所
長
　
佐
々
木
幸

紀
氏
）
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
（
担
当
　

総
務
部
、
地
域
振
興
部
）

年
会
費
の
改
定
に
つ
い
て

北
見
商
工
会
議
所

現・北見経済センター貸会議室の運営は４月30日まで

　１・２月の部会・委員会では、令和７年度の活
動計画、当所の年会費改定・事業計画の協議など
のほか、関係する分野について講師を招き、学習
しました。また、経済センター運営特別委員会で
は、北見経済センタービル会議室使用規則案や貸
会議室のＰＲ、利用促進について協議しました。
各部会・委員会のテーマと講師は次のとおり（開催
順）。
・交通観光委員会（日本縦断焼肉連携協議会、北

見市観光振興課）
・都市振興委員会（まちづくりにおける官民連携、

北見市都市計画課）
・税務労政・中小企業合同委員会（令和７年度税

制改正概要、日本商工会議所産業政策第一部）
・総務委員会（規則の改正他）
・商業部会（新規創業・開業の支援事例、合同会

社ふじた経営企画）
・建設業部会（今日からはじめる売上アップに直

結する建設ＤＸ、クラフトバンク総研）
・理財部会（令和７年度税制改正概要、日本商工

会議所産業政策第一部）
・運輸車輌部会（自動車行政の最近の動向、国交

省北海道運輸局北見運輸支局）
・サービス業部会（就労支援事業、ＮＰＯ法人

ワークフェア）　
・工業部会（北海道電力ネットワーク㈱のカイゼ

ンの取り組み、北海道電力ネットワーク㈱）

部会・委員会の開催状況

当
所
の
年
会
費
改
定
、

　
　
　

令
和
７
年
度
事
業
計
画
原
案  

承
認

常
議
員
会
・
臨
時
議
員
総
会
・
正
副
部
会
長
・
委
員
長
合
同
連
絡
会
議



2 1北見商工会議所報　第176号 北見商工会議所報　第176号

〈変 更 点〉

いい部屋ネット北見店

  会員種別 基準口数 新年会費
 個人会員 ２口以上 12,000円以上
 法人・団体会員 ３口以上 18,000円以上

●　１口当たりの会費金額を一律6,000円に変更
●　個人会員の負担口数を１口以上から２口以上に変更
●　法人・団体会員の負担口数を２口以上から３口以上に変更
●　現口数が３口以上の会員の皆様は、口数あたり1,000円増える
　ことになります。

　
当
所
で
は
、
年
会
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で
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入
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中
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会
、
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委
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会
に
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、
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会
費
改
定
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検
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を

重
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て
参
り
ま
し
た
。
　

　
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
度
よ
り
当

所
年
会
費
を
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
会
員
事
業
所
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
物
価
高
騰
に
よ
り

経
営
環
境
が
厳
し
い
中
、
大
変
恐
縮
で
す

が
、
何
卒
、
ご
理
解
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
所
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
き
ま
し
て

専
門
窓
口
を
い
ち
早
く
設
置
し
、
各
種
支

援
金
や
感
染
対
策
等
の
情
報
提
供
な
ら
び

に
支
援
を
強
化
し
会
員
事
業
所
の
維
持
・

存
続
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

   

引
き
続
き
、
経
営
支
援
体
制
の
強
化
・

充
実
を
図
り
、
会
員
企
業
の
発
展
と
地
域

経
済
の
振
興
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

何
卒
、
ご
理
解
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

年
会
費
改
定
に
つ
い
て
、
ご
質
問
等
あ

れ
ば
、
総
務
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
の
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー

の
貸
会
議
室
の
運
営
は
、
４
月

30
日
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
４
月
か
ら
の
貸

会
議
室
は
２
階
、
平
日
の
み

（
土
・
日
・
祝
日
閉
館
）。
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
℡
23
ー
４
１
１
１
）。

　
利
用
の
際
に
は
、
再
開
発
工

事
に
よ
る
騒
音
や
振
動
、
１
階

出
入
り
口
の
一
部
通
行
規
制
な

ど
予
め
ご
了
承
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
新
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

貸
会
議
室
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
ご
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

新
年
度
に
向
け
た
１
月
の
正
副
会
頭
と

部
会
長
・
委
員
長
懇
談
会
、
部
会
・
委
員

会
な
ど
を
経
て
、
２
月
26
日
の
正
副
会
頭

と
正
副
部
会
長
・
委
員
長
合
同
連
絡
会
議

で
、
当
所
の
令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
原

案
）と
部
会
・
委
員
会
の
活
動
計
画
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
月
17
日
の
第
３
３
５
回
常
議

員
会
と
第
２
２
１
回
臨
時
議
員
総
会
に
お

い
て
、
当
所
の
年
会
費
の
改
定（
会
費
お

よ
び
負
担
金
に
関
す
る
規
則
の
改
正
）が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
舛
川
誠
会
頭
と
服
部
浩
司
専
務
理
事

は
、
改
定（
値
上
げ
）の
理
由
（
物
価
高
騰

に
よ
る
諸
経
費
増
、
経
営
支
援
体
制
の
強

化
・
充
実（
職
員
採
用
等
）、
経
過（
昨
年

か
ら
の
調
査
、
三
役
、
総
務
委
員
会
を
皮

切
り
と
し
た
協
議
）、
変
更
点（
改
定
内

容
）
な
ど（
概
要
は
本
誌
２
頁
に
掲
載
）

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
舛
川
会
頭
は
、「
平
成
９

年
以
来
、
28
年
ぶ
り
の
改
定
。
苦
渋
の
決

断
。
会
員
の
皆
さ
ま
へ
の
丁
寧
な
説
明
に

努
め
て
い
き
た
い
」
と
改
定
へ
の
理
解
を

求
め
る
と
と
も
に
、
６
月
か
ら
の
新
北
見

経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
を
拠
点
と
し
た
会
議

所
運
営
に
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
事
業
計
画（
原
案
）の
新
規

事
業
と
し
て
、「
政
策
提
言
、
要
望
活
動

の
積
極
的
な
展
開
」
に 

北
見
を
核
と
し

た
新
た
な
観
光
振
興
の
検
討
・
推
進
、

「
賑
わ
い
と
活
力
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
の

推
進
」
に
「
交
流
広
場
」（
市
街
地
再
開

発
で
新
設
）の
利
活
用
に
向
け
た
支
援
・

協
力
、「
中
小
・
小
規
模
企
業
の
経
営
基

盤
及
び
環
境
整
備
の
推
進
」
に
域
内
事
業

者
に
よ
る
展
示
会
・
即
売
会
の
開
催
、
輸

出
に
向
け
た
調
査
・
研
究
、
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

活
用
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
支
援
の
実
施
、
出
張
型

企
業
説
明
会
の
検
討
、「
当
所
の
円
滑
な

運
営
及
び
財
政
強
化
」
に
新
北
見
経
済
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
貸
会
議
室
の
Ｐ
Ｒ
・
利
用
促

進
、
役
員
・
議
員
の
改
選
、
同
ビ
ル
落
成

祝
賀
会
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
は
、
第
３
３

６
回
常
議
員
会（
３
／
10
）の
議
決
を
経

て
、
第
２
２
２
回
通
常
議
員
総
会（
３
／

17
）で
正
式
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
２
月
の
常
議
員
会
・
臨
時
議
員
総
会
で

議
員
の
職
務
を
行
う
者
の
変
更（
ア
ク
サ

生
命
保
険
㈱
北
見
営
業
所
長
　
佐
々
木
幸

紀
氏
）
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
（
担
当
　

総
務
部
、
地
域
振
興
部
）

年
会
費
の
改
定
に
つ
い
て

北
見
商
工
会
議
所

現・北見経済センター貸会議室の運営は４月30日まで

　１・２月の部会・委員会では、令和７年度の活
動計画、当所の年会費改定・事業計画の協議など
のほか、関係する分野について講師を招き、学習
しました。また、経済センター運営特別委員会で
は、北見経済センタービル会議室使用規則案や貸
会議室のＰＲ、利用促進について協議しました。
各部会・委員会のテーマと講師は次のとおり（開催
順）。
・交通観光委員会（日本縦断焼肉連携協議会、北

見市観光振興課）
・都市振興委員会（まちづくりにおける官民連携、

北見市都市計画課）
・税務労政・中小企業合同委員会（令和７年度税

制改正概要、日本商工会議所産業政策第一部）
・総務委員会（規則の改正他）
・商業部会（新規創業・開業の支援事例、合同会

社ふじた経営企画）
・建設業部会（今日からはじめる売上アップに直

結する建設ＤＸ、クラフトバンク総研）
・理財部会（令和７年度税制改正概要、日本商工

会議所産業政策第一部）
・運輸車輌部会（自動車行政の最近の動向、国交

省北海道運輸局北見運輸支局）
・サービス業部会（就労支援事業、ＮＰＯ法人

ワークフェア）　
・工業部会（北海道電力ネットワーク㈱のカイゼ

ンの取り組み、北海道電力ネットワーク㈱）

部会・委員会の開催状況

当
所
の
年
会
費
改
定
、

　
　
　

令
和
７
年
度
事
業
計
画
原
案  

承
認

常
議
員
会
・
臨
時
議
員
総
会
・
正
副
部
会
長
・
委
員
長
合
同
連
絡
会
議
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募集人数を上回る参加があった婚カツ

舛川会頭と当所職員によるスタンプラリー抽選会

■ 

 

JR北見コンテナセンター 北見市大通東２丁目８番地
TEL（0157）23-3181 FAX（0157）23-8161

■ 札 幌 支 店 札幌市白石区流通センター3丁目1-4
TEL（011）865-3135 FAX（011）865-8167　

■ オ ホ ー ツク 支 店 網走郡美幌町美里21番地1
TEL（0152）73-3148 FAX（0152）73-3149

街
あ
る
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
　

３
回
目

応
募
者
97
人
か
ら
抽
選

　
当
所
と
き
た
み
ｄ
ｅ
街
コ
ン
実
行
委
員
会

主
催
の
「
き
た
み
ｄ
ｅ
婚
カ
ツ
」
が
２
月
１

日
、
ホ
テ
ル
黒
部
で
実
施
さ
れ
、
９
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
過
去
13
回
で
９
組
の
成
婚
報
告
が
当
所
に

届
い
て
い
る
同
婚
カ
ツ
。
４
年
ぶ
り
の
今
回

は
、
男
女
と
も
に
定
員
を
上
回
る
応
募
が
あ

り
、
市
内
外
か
ら
女
性
16
人
、
男
性
17
人
が

参
加
。

　
男
女
同
士
の
１
対
１
の
ト
ー
ク
や
飲
食
を

交
え
た
フ
リ
ー
ト
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
緊
張

が
次
第
に
ほ
ぐ
れ
、
親
睦
が
深
ま
る
中
、
楽

し
め
る
出
会
い
の
演
出
に
も
努
め
ま
し
た
。

（
担
当
　
武
田
　

卓
）

　「
２
０
２
４
第
２
回
街
あ
る
き
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
の
抽
選
会
が
２
月
12
日
、
当
所
で

実
施
さ
れ
、
応
募
者
97
人
か
ら
菓
子
や
商
品

券
な
ど
を
詰
め
合
わ
せ
た
特
賞
（
５
０
０
０

円
相
当
）
を
含
め
た
当
選
者
50
人
が
決
ま
り
、

賞
品
が
発
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
見
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
（
会

長
・
舛
川
誠
当
所
会
頭
）
の
主
催
、
北
見
市

商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
の
後
援
に
よ
る
同

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
今
回
が
３
回
目
。
ス
タ

ン
プ
設
置
店
と
し
て
中
心
商
店
街
か
ら
前
回

同
様
に
15
店
が
参
加
。「
初
来
店
の
方
も
い

て
励
み
に
な
る
」「
商
品
が
購
入
さ
れ
た
」

な
ど
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　  

（
担
当
　
後
藤
　

達
哉
）

　
昨
年
11
月
29
日
か
ら

小
公
園
で
始
ま
っ
た「
き

た
み
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」が
２
月
15

日
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
『
が
ん
ば
ろ
う
北

見
！
』
応
援
実
行
委
員

会（
委
員
長
　
河
合
昭
徳

当
所
副
会
頭
）、
北
見
ぼ

ん
ち
ま
つ
り
実
行
委
員

会
、
市
観
光
協
会
、
当

所
の
主
催（
共
催
）、
市

の
後
援
に
よ
る
も
の
で

５
季
目
。

　
今
季
は
昨
季
同
様
の
規
模（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
９
万

球
）。
新
設
の
ツ
リ
ー
型
等
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
設
置

に
北
見
工
業
高
電
気
科
生
徒
の
協
力
も
得
ま

し
た
。
来
場
者
は
２
万
人
程
度（
昨
季
並
み
）。

前
回
同
様
、
継
続
を
視
野
に
芳
志
を
募
り
、

個
人
39
人
・
１
３
８
企
業
・
団
体
か
ら
協
力

金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
担
当
　
武
田
　

卓
） 

【商業部会】
　①地域の強みを活かした取り組
み、②各委員会・部会との連携、
③部会交流事業の開催

【工業部会】
　①産学官連携の強化、関係機関
との交流、②進出企業及び異色企
業との情報交換、勉強会（視察含
む）等交流事業の実施、③農林水
産商工連携、地域資源活用の研究、
④部会交流事業の実施（共通テー
マを持つ他部会との合同開催等）

【建設業部会】
　①立地適正化計画の推進に向け
た中心市街地活性化およびコンパ
クトシティ実現の検討、②北見市
との懇談会開催、③地域道路の整
備促進、④地元企業への受注啓蒙
活動、⑤働き方改革への適切な対
応および生産性の向上に向けたＤ
Ｘ化の推進、⑥人材確保の推進、
⑦事業継続力強化計画およびＢＣ
Ｐ策定の推進、⑧カーボンニュー
トラル社会に対応した環境経営
（脱炭素経営）の推進およびＧＸ
投資に関する施策普及、⑨正副部
会長会議および部会、交流事業の
開催

【サービス業部会】　
　①「きたみｄｅ街コン」「きた
みｄｅ婚カツ」事業等の実施、②
市内中心部の除排雪の徹底推進、
③人材確保に向けた研修・取組の
実施、④ＤＸ（ロボット・ＡＩ等）
による生産性向上の取組・推進、
⑤まちづくりに係る情報提供およ

びイベント主催団体との連携によ
る情報発信の徹底
　

【運輸車輌部会】　
　①公共交通維持および存続に向
けた勉強会の実施、②市内道路除
排雪徹底の要望、③行政担当機関
等との意見交換会・勉強会の実施、
④運輸業界輸送需給ギャップの解
決策およびカーボンニュートラル
経営に向けての勉強会・意見交換
会、⑤部会交流会の実施

【理財部会】
　①部会内における情報交換なら
びに経済情報（景気動向等）の提
供、②部会主管・共催によるセミ
ナーの実施、③企業経営、創業・
起業、経営革新、事業承継、事業
継続力強化計画・ＢＣＰ、人材不
足、生産性向上、健康経営等に関
する情報の提供、④国、道、市の
各種融資制度の周知ならびに利用
促進、⑤各種共済制度のＰＲ、⑥
部会交流会の実施

【都市振興委員会】
　①北見市中央大通沿道地区第一
種市街地再開発事業への協力、②
中心市街地の賑わい創出事業の実
施
　

【中小企業委員会】　
　①関係機関との情報交換・懇談
②中小企業・小規模企業に対する
経営支援の強化、③雇用確保（外
国人労働者を含む）人材育成・働
き方改革の推進、④ＤＸによる生
産性向上の推進、⑤会議所各委員

会・部会との連携、⑥委員会内交
流事業の開催

【交通観光委員会】
　①道路整備に関わる要望、②体
験・着地型観光の交流拠点施設

「街の駅」早期設置、③空港、鉄
道等公共交通の動向と物流体制の
維持に関わる情報共有、④地元公
共交通機関（バス・タクシー）の利
用促進、⑤北見地域の観光振興・
交流人口拡大への取り組み、⑥北
見ぼんちまつり・ホワイトイルミ
ネーション2025事業の実施・協力

【税務労政委員会】　
　①人材確保・人材育成の支援、
②人事労務に関する勉強会、研修
会の開催、③税制改正の周知及び
適切な制度利用の促進、④その他
関連する勉強会、研修会等の企画
検討

【総務委員会】
　①会員拡大の推進、②永年勤続
従業員表彰、新年交礼会等の開催、
その他会員事業所に必要とされる
事業の検討・実施、③役員・議員
及び職員表彰に関する審査、④健
康経営の推進、⑤福利厚生制度の
推進（ミント共済等各種共済・保
険制度、健康診断事業）、⑥会員
親睦交流事業の実施

　※部会・委員会共通テーマ：ＤＸ
による生産性向上推進およびカー
ボンニュートラル社会に対応した
環境経営（脱炭素経営）の推進

部会・委員会　令和７年度活動計画４
年
ぶ
り
の
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た
み
de
婚
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ツ
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プ
ル
誕
生

きたみホワイトイルミきたみホワイトイルミ 終了お礼終了お礼



4 3北見商工会議所報　第176号 北見商工会議所報　第176号

募集人数を上回る参加があった婚カツ

舛川会頭と当所職員によるスタンプラリー抽選会

■ 

 

JR北見コンテナセンター 北見市大通東２丁目８番地
TEL（0157）23-3181 FAX（0157）23-8161

■ 札 幌 支 店 札幌市白石区流通センター3丁目1-4
TEL（011）865-3135 FAX（011）865-8167　

■ オ ホ ー ツク 支 店 網走郡美幌町美里21番地1
TEL（0152）73-3148 FAX（0152）73-3149

街
あ
る
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
　

３
回
目

応
募
者
97
人
か
ら
抽
選

　
当
所
と
き
た
み
ｄ
ｅ
街
コ
ン
実
行
委
員
会

主
催
の
「
き
た
み
ｄ
ｅ
婚
カ
ツ
」
が
２
月
１

日
、
ホ
テ
ル
黒
部
で
実
施
さ
れ
、
９
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
過
去
13
回
で
９
組
の
成
婚
報
告
が
当
所
に

届
い
て
い
る
同
婚
カ
ツ
。
４
年
ぶ
り
の
今
回

は
、
男
女
と
も
に
定
員
を
上
回
る
応
募
が
あ

り
、
市
内
外
か
ら
女
性
16
人
、
男
性
17
人
が

参
加
。

　
男
女
同
士
の
１
対
１
の
ト
ー
ク
や
飲
食
を

交
え
た
フ
リ
ー
ト
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
緊
張

が
次
第
に
ほ
ぐ
れ
、
親
睦
が
深
ま
る
中
、
楽

し
め
る
出
会
い
の
演
出
に
も
努
め
ま
し
た
。

（
担
当
　
武
田
　

卓
）

　「
２
０
２
４
第
２
回
街
あ
る
き
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
の
抽
選
会
が
２
月
12
日
、
当
所
で

実
施
さ
れ
、
応
募
者
97
人
か
ら
菓
子
や
商
品

券
な
ど
を
詰
め
合
わ
せ
た
特
賞
（
５
０
０
０

円
相
当
）
を
含
め
た
当
選
者
50
人
が
決
ま
り
、

賞
品
が
発
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
見
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
（
会

長
・
舛
川
誠
当
所
会
頭
）
の
主
催
、
北
見
市

商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
の
後
援
に
よ
る
同

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
今
回
が
３
回
目
。
ス
タ

ン
プ
設
置
店
と
し
て
中
心
商
店
街
か
ら
前
回

同
様
に
15
店
が
参
加
。「
初
来
店
の
方
も
い

て
励
み
に
な
る
」「
商
品
が
購
入
さ
れ
た
」

な
ど
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　  

（
担
当
　
後
藤
　

達
哉
）

　
昨
年
11
月
29
日
か
ら

小
公
園
で
始
ま
っ
た「
き

た
み
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」が
２
月
15

日
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
『
が
ん
ば
ろ
う
北

見
！
』
応
援
実
行
委
員

会（
委
員
長
　
河
合
昭
徳

当
所
副
会
頭
）、
北
見
ぼ

ん
ち
ま
つ
り
実
行
委
員

会
、
市
観
光
協
会
、
当

所
の
主
催（
共
催
）、
市

の
後
援
に
よ
る
も
の
で

５
季
目
。

　
今
季
は
昨
季
同
様
の
規
模（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
９
万

球
）。
新
設
の
ツ
リ
ー
型
等
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
設
置

に
北
見
工
業
高
電
気
科
生
徒
の
協
力
も
得
ま

し
た
。
来
場
者
は
２
万
人
程
度（
昨
季
並
み
）。

前
回
同
様
、
継
続
を
視
野
に
芳
志
を
募
り
、

個
人
39
人
・
１
３
８
企
業
・
団
体
か
ら
協
力

金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
担
当
　
武
田
　

卓
） 

【商業部会】
　①地域の強みを活かした取り組
み、②各委員会・部会との連携、
③部会交流事業の開催

【工業部会】
　①産学官連携の強化、関係機関
との交流、②進出企業及び異色企
業との情報交換、勉強会（視察含
む）等交流事業の実施、③農林水
産商工連携、地域資源活用の研究、
④部会交流事業の実施（共通テー
マを持つ他部会との合同開催等）

【建設業部会】
　①立地適正化計画の推進に向け
た中心市街地活性化およびコンパ
クトシティ実現の検討、②北見市
との懇談会開催、③地域道路の整
備促進、④地元企業への受注啓蒙
活動、⑤働き方改革への適切な対
応および生産性の向上に向けたＤ
Ｘ化の推進、⑥人材確保の推進、
⑦事業継続力強化計画およびＢＣ
Ｐ策定の推進、⑧カーボンニュー
トラル社会に対応した環境経営
（脱炭素経営）の推進およびＧＸ
投資に関する施策普及、⑨正副部
会長会議および部会、交流事業の
開催

【サービス業部会】　
　①「きたみｄｅ街コン」「きた
みｄｅ婚カツ」事業等の実施、②
市内中心部の除排雪の徹底推進、
③人材確保に向けた研修・取組の
実施、④ＤＸ（ロボット・ＡＩ等）
による生産性向上の取組・推進、
⑤まちづくりに係る情報提供およ

びイベント主催団体との連携によ
る情報発信の徹底
　

【運輸車輌部会】　
　①公共交通維持および存続に向
けた勉強会の実施、②市内道路除
排雪徹底の要望、③行政担当機関
等との意見交換会・勉強会の実施、
④運輸業界輸送需給ギャップの解
決策およびカーボンニュートラル
経営に向けての勉強会・意見交換
会、⑤部会交流会の実施

【理財部会】
　①部会内における情報交換なら
びに経済情報（景気動向等）の提
供、②部会主管・共催によるセミ
ナーの実施、③企業経営、創業・
起業、経営革新、事業承継、事業
継続力強化計画・ＢＣＰ、人材不
足、生産性向上、健康経営等に関
する情報の提供、④国、道、市の
各種融資制度の周知ならびに利用
促進、⑤各種共済制度のＰＲ、⑥
部会交流会の実施

【都市振興委員会】
　①北見市中央大通沿道地区第一
種市街地再開発事業への協力、②
中心市街地の賑わい創出事業の実
施
　

【中小企業委員会】　
　①関係機関との情報交換・懇談
②中小企業・小規模企業に対する
経営支援の強化、③雇用確保（外
国人労働者を含む）人材育成・働
き方改革の推進、④ＤＸによる生
産性向上の推進、⑤会議所各委員

会・部会との連携、⑥委員会内交
流事業の開催

【交通観光委員会】
　①道路整備に関わる要望、②体
験・着地型観光の交流拠点施設

「街の駅」早期設置、③空港、鉄
道等公共交通の動向と物流体制の
維持に関わる情報共有、④地元公
共交通機関（バス・タクシー）の利
用促進、⑤北見地域の観光振興・
交流人口拡大への取り組み、⑥北
見ぼんちまつり・ホワイトイルミ
ネーション2025事業の実施・協力

【税務労政委員会】　
　①人材確保・人材育成の支援、
②人事労務に関する勉強会、研修
会の開催、③税制改正の周知及び
適切な制度利用の促進、④その他
関連する勉強会、研修会等の企画
検討

【総務委員会】
　①会員拡大の推進、②永年勤続
従業員表彰、新年交礼会等の開催、
その他会員事業所に必要とされる
事業の検討・実施、③役員・議員
及び職員表彰に関する審査、④健
康経営の推進、⑤福利厚生制度の
推進（ミント共済等各種共済・保
険制度、健康診断事業）、⑥会員
親睦交流事業の実施

　※部会・委員会共通テーマ：ＤＸ
による生産性向上推進およびカー
ボンニュートラル社会に対応した
環境経営（脱炭素経営）の推進

部会・委員会　令和７年度活動計画４
年
ぶ
り
の
き
た
み
de
婚
カ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
９
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の
カ
ッ
プ
ル
誕
生
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ＡＩ・ＩＴツール活用法セミナー

スマホ撮影セミナー

https://www.ohtsuki-r.co.jp

　「
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
活
用
法
セ
ミ
ナ
ー
」

（
１
／
28
）
で
は
、
受
講
者
７
人
が
Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
杉
本
英
範
さ
ん

（
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
㈱
代
表
取
締
役
）

か
ら
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）、「
生
成
Ａ
Ｉ
」

（
新
デ
ー
タ
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
成
す
る

技
術
）ツ
ー
ル
の
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」

（
会
話
型
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
）
の
基
礎
や
活

用
事
例
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
実
際
に
Ｇ
Ｐ

Ｔ
を
試
し
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
杉
本
さ
ん
は
、
冒
頭
、
顧
客
ニ
ー
ズ
・

環
境
変
化
へ
の
対
応
な
ど
に
触
れ
る
と
と

も
に
、
「
Ｄ
Ｘ
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
Ａ
Ｉ
な

ど
は
だ
れ
に
も
関
係
あ
る
こ
と
。
人
間
が

や
る
べ
き
仕
事
、
や
ら
な
い
仕
事
を
考
え

る
時
期
」
と
の
視
点
を
示
し
ま
し
た
。

　
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
活
用
で
は
、「
聞

き
方
に
よ
っ
て
答
え
が
変
わ
る
。
具
体
的

な
質
問
、
質
問
の
絞
り
込
み
が
必
要
。
い

ろ
い
ろ
な
生
成
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
組
み
合
わ

せ
て
使
う
こ
と
も
重
要
」
な
ど
と
助
言
し

て
い
ま
し
た
。

　
人
材
不
足
や
経
費
削
減
対
策
に
も
つ
な

が
る
、
こ
れ
ら
ツ
ー
ル
に
求
め
る
こ
と
と

し
て
、
①
作
業
時
間
の
短
縮
、
②
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
の
減
少
、
③
一
貫
性
の
高
い

結
果
を
あ
げ
、
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー（
試
行

錯
誤
）で
試
す
・
使
う
こ
と
を
勧
め
て
い

ま
し
た
。
　
　
　
（
担
当
　
古
川
　

佳
佑
）

　「
ス
マ
ホ
撮
影
セ
ミ
ナ
ー
」
（
２
／
３
）

で
は
、
受
講
者
17
人
が
カ
メ
ラ
マ
ン
の
小

田
切
巧
さ
ん（
留
辺
蘂
・
北
陽
ス
タ
ジ
オ
）

か
ら
「
お
い
し
そ
う
」「
食
べ
て
み
た
い
」

と
い
っ
た
気
持
ち
を
呼
び
起
こ
す
「
シ
ズ

ル
感
」（
視
覚
的
魅
力
）ア
ッ
プ
の
撮
影
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
し
た
。

　
準
備
編
と
し
て
、
ス
マ
ホ
の
設
定（
解

像
度
の
最
高
画
質
、
レ
ン
ズ
の
確
認
）、

三
脚
の
使
用
、
太
陽
光
で
の
撮
影
な
ど
の

説
明
に
続
き
、
撮
影
編
で
は
、
参
加
者
が

班
に
分
か
れ
て
自
身
の
ス
マ
ホ
で
太
陽
光

の
中
、
ラ
ン
チ
プ
レ
ー
ト（
ハ
ン
バ
ー
グ
）

の
撮
影
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
構
図
、

背
景
、
ア
ン
グ
ル
を
確
か
め
な
が
ら
、
調

理
さ
れ
て
間
も
な
い
ハ
ン
バ
ー
グ
の
シ
ズ

ル
感
を
出
そ
う
と
、
小
田
切
さ
ん
の
具
体

的
な
助
言
を
受
け
な
が
ら
コ
ツ
を
つ
か
ん

で
い
ま
し
た
。
　
（
担
当
　
安
藤
　

辰
徳
）

　　「
経
営
分
析
セ
ミ
ナ
ー
」（
２
／
28
）

で
は
、
受
講
者
が
中
小
企
業
診
断
士
の
仲

光
和
之
さ
ん
か
ら
物
価
高
を
乗
り
切
る
経

営
分
析
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
価
格
転
嫁
の
現
状
、利
益
状
況
を「
図
」

で
把
握
す
る
方
法
、
売
上
高
を
簡
単
に
把

握
す
る
方
法
、
少
し
の
頑
張
り
や
変
化
に

よ
る
好
転
な
ど
の
説
明
を
受
け
て
、
参
加

者
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
自
社
の
特
徴

を
分
析
し
、
今
後
の
対
策
・
計
画
を
検
討

し
ま
し
た
。
　
　
（
担
当
　
安
藤
　

辰
徳
）

セ
ミ
ナ
ー

抄
　録

　育
児
介
護
休
業
法
等
改
正

　
４
月
か
ら
残
業
免
除
の
対
象

範
囲
拡
大（
小
学
校
就
学
前
の
子
）、

子
の
看
護
等
休
暇
の
見
直
し（
行

事
参
加
等
も
取
得
可
能
）、
介
護

離
職
防
止
の
た
め
の
個
別
の
周

知
・
意
向
確
認
、
情
報
提
供
、
雇
用
環
境
整

備
等
の
措
置
、
10
月
か
ら
働
き
方
の
柔
軟
化

措
置
・
個
別
の
周
知
・
意
向
確
認
義
務
の
新

設
、
妊
娠
・
出
産
の
申
し
出
に
対
す
る
仕
事

と
育
児
の
両
立
に
関
す
る
意
向
聴
取
・
配
慮

の
義
務
化
な
ど
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
雇
用
保
険
法
等
改
正

　
４
月
か
ら
自
己
都
合
退
職
者
が
教
育
訓
練

等
を
自
ら
受
け
た
場
合
の
給
付
制
限
解
除
、

就
業
促
進
手
当
の
見
直
し
、
育
児
休
業
給
付

に
係
る
保
険
料
率
引
上
げ
、
教
育
訓
練
支
援

給
付
金
の
給
付
率
引
下
げ
、
雇
止
め
に
よ
る

離
職
者
の
基
本
手
当
の
給
付
日
数
に
係
る
特

例
、「
出
生
後
休
業
支
援
給
付
」・「
育
児
時
短

就
業
給
付
」
の
創
設
、
高
年
齢
雇
用
継
続
給

付
の
給
付
率
引
下
げ
、
10
月
か
ら
教
育
訓
練

休
暇
給
付
金
の
創
設
な
ど
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
経
過
措
置
終
了

　
今
年
３
月
末
で
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者

を
限
定
で
き
る
経
過
措
置
が
終
了
、
４
月
か

ら
事
業
主
が
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
と
し

て
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
す
る
場
合
は
、
原

則
と
し
て
希
望
者
全
員
を
対
象
と
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
建
築
基
準
法
、
建
築
物
省
エ
ネ
法
改
正

　
建
築
物
の
省
エ
ネ
基
準
や
構
造
安
全
性
基

準
へ
の
適
合
に
つ
い
て
、
審
査
プ
ロ
セ
ス
を

通
じ
て
確
実
に
担
保
す
る
た
め
、「
４
号
特

例
」（
小
規
模
建
築
物
に
お
け
る
建
築
確
認

申
請
の
審
査
省
略
制
度
）の
見
直
し
・
縮
小
、

建
築
物
へ
の
木
材
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

簡
易
な
構
造
計
算
で
建
築
可
能
な
３
階
建
て

木
造
建
築
物
の
範
囲
拡
大
、
建
築
物
の
省
エ

ネ
化
を
促
進
す
る
た
め
、
全
て
の
新
築
住

宅
・
非
住
宅（
住
宅
以
外
の
建
設
物
）の
省
エ

ネ
基
準
へ
の
適
合
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　流
通
業
務
総
合
効
率
化
法
、
貨
物
自
動
車

　運
送
事
業
法
改
正

　
物
流
事
業
者
・
荷
主
に
対
し
て
、
物
流
効

率
化
の
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
措
置
の
努
力

義
務
化
、
特
定
事
業
者
の
指
定
・
義
務
付
け

な
ど
の
規
制
強
化
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
間
の

取
引
に
対
し
て
、
運
送
契
約
締
結
時
の
書
面

交
付
等
の
義
務
付
け
、
下
請
け
適
正
化
の
努

力
義
務
化
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
に
対
し
て
、

貨
物
軽
自
動
車
安
全
管
理
者
の
選
任
・
定
期

講
習
受
講
の
義
務
付
け
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

令和７年度  税制・企業関係法の改正

　商工会議所の要望で実現した
令和７年度税制改正の主な事項
は以下のとおりです。
・中小企業経営強化税制の延長
（２年）・拡充（売上100億円
を目指す企業に対して建物・
その付帯設備を対象に追加）
・中小企業投資促進税制の延長
（２年）
・償却資産に係る固定資産税の
軽減措置の延長（２年）・拡充
（表明する賃上げ率に応じて
最大４分の１に軽減）
・中小企業の法人税率の軽減措
置の延長（２年）
・事業承継税制特例措置におけ
る役員就任要件の事実上の撤
廃

令和７年度税制改正 令
和
７
年
度
税
制
改
正
大
綱
か
ら
中
小
企
業
関
連
、
あ
わ
せ
て
７
年
度

の
企
業
関
係
法
の
改
正
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。
詳
し

い
内
容
は
所
管
官
庁
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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ＡＩ・ＩＴツール活用法セミナー

スマホ撮影セミナー

https://www.ohtsuki-r.co.jp

　「
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
活
用
法
セ
ミ
ナ
ー
」

（
１
／
28
）
で
は
、
受
講
者
７
人
が
Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
杉
本
英
範
さ
ん

（
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
㈱
代
表
取
締
役
）

か
ら
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）、「
生
成
Ａ
Ｉ
」

（
新
デ
ー
タ
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
成
す
る

技
術
）ツ
ー
ル
の
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」

（
会
話
型
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
）
の
基
礎
や
活

用
事
例
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
実
際
に
Ｇ
Ｐ

Ｔ
を
試
し
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
杉
本
さ
ん
は
、
冒
頭
、
顧
客
ニ
ー
ズ
・

環
境
変
化
へ
の
対
応
な
ど
に
触
れ
る
と
と

も
に
、
「
Ｄ
Ｘ
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
Ａ
Ｉ
な

ど
は
だ
れ
に
も
関
係
あ
る
こ
と
。
人
間
が

や
る
べ
き
仕
事
、
や
ら
な
い
仕
事
を
考
え

る
時
期
」
と
の
視
点
を
示
し
ま
し
た
。

　
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
活
用
で
は
、「
聞

き
方
に
よ
っ
て
答
え
が
変
わ
る
。
具
体
的

な
質
問
、
質
問
の
絞
り
込
み
が
必
要
。
い

ろ
い
ろ
な
生
成
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
組
み
合
わ

せ
て
使
う
こ
と
も
重
要
」
な
ど
と
助
言
し

て
い
ま
し
た
。

　
人
材
不
足
や
経
費
削
減
対
策
に
も
つ
な

が
る
、
こ
れ
ら
ツ
ー
ル
に
求
め
る
こ
と
と

し
て
、
①
作
業
時
間
の
短
縮
、
②
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
の
減
少
、
③
一
貫
性
の
高
い

結
果
を
あ
げ
、
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー（
試
行

錯
誤
）で
試
す
・
使
う
こ
と
を
勧
め
て
い

ま
し
た
。
　
　
　
（
担
当
　
古
川
　

佳
佑
）

　「
ス
マ
ホ
撮
影
セ
ミ
ナ
ー
」
（
２
／
３
）

で
は
、
受
講
者
17
人
が
カ
メ
ラ
マ
ン
の
小

田
切
巧
さ
ん（
留
辺
蘂
・
北
陽
ス
タ
ジ
オ
）

か
ら
「
お
い
し
そ
う
」「
食
べ
て
み
た
い
」

と
い
っ
た
気
持
ち
を
呼
び
起
こ
す
「
シ
ズ

ル
感
」（
視
覚
的
魅
力
）ア
ッ
プ
の
撮
影
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
し
た
。

　
準
備
編
と
し
て
、
ス
マ
ホ
の
設
定（
解

像
度
の
最
高
画
質
、
レ
ン
ズ
の
確
認
）、

三
脚
の
使
用
、
太
陽
光
で
の
撮
影
な
ど
の

説
明
に
続
き
、
撮
影
編
で
は
、
参
加
者
が

班
に
分
か
れ
て
自
身
の
ス
マ
ホ
で
太
陽
光

の
中
、
ラ
ン
チ
プ
レ
ー
ト（
ハ
ン
バ
ー
グ
）

の
撮
影
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
構
図
、

背
景
、
ア
ン
グ
ル
を
確
か
め
な
が
ら
、
調

理
さ
れ
て
間
も
な
い
ハ
ン
バ
ー
グ
の
シ
ズ

ル
感
を
出
そ
う
と
、
小
田
切
さ
ん
の
具
体

的
な
助
言
を
受
け
な
が
ら
コ
ツ
を
つ
か
ん

で
い
ま
し
た
。
　
（
担
当
　
安
藤
　

辰
徳
）

　　「
経
営
分
析
セ
ミ
ナ
ー
」（
２
／
28
）

で
は
、
受
講
者
が
中
小
企
業
診
断
士
の
仲

光
和
之
さ
ん
か
ら
物
価
高
を
乗
り
切
る
経

営
分
析
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
価
格
転
嫁
の
現
状
、利
益
状
況
を「
図
」

で
把
握
す
る
方
法
、
売
上
高
を
簡
単
に
把

握
す
る
方
法
、
少
し
の
頑
張
り
や
変
化
に

よ
る
好
転
な
ど
の
説
明
を
受
け
て
、
参
加

者
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
自
社
の
特
徴

を
分
析
し
、
今
後
の
対
策
・
計
画
を
検
討

し
ま
し
た
。
　
　
（
担
当
　
安
藤
　

辰
徳
）

セ
ミ
ナ
ー

抄
　録

　育
児
介
護
休
業
法
等
改
正

　
４
月
か
ら
残
業
免
除
の
対
象

範
囲
拡
大（
小
学
校
就
学
前
の
子
）、

子
の
看
護
等
休
暇
の
見
直
し（
行

事
参
加
等
も
取
得
可
能
）、
介
護

離
職
防
止
の
た
め
の
個
別
の
周

知
・
意
向
確
認
、
情
報
提
供
、
雇
用
環
境
整

備
等
の
措
置
、
10
月
か
ら
働
き
方
の
柔
軟
化

措
置
・
個
別
の
周
知
・
意
向
確
認
義
務
の
新

設
、
妊
娠
・
出
産
の
申
し
出
に
対
す
る
仕
事

と
育
児
の
両
立
に
関
す
る
意
向
聴
取
・
配
慮

の
義
務
化
な
ど
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
雇
用
保
険
法
等
改
正

　
４
月
か
ら
自
己
都
合
退
職
者
が
教
育
訓
練

等
を
自
ら
受
け
た
場
合
の
給
付
制
限
解
除
、

就
業
促
進
手
当
の
見
直
し
、
育
児
休
業
給
付

に
係
る
保
険
料
率
引
上
げ
、
教
育
訓
練
支
援

給
付
金
の
給
付
率
引
下
げ
、
雇
止
め
に
よ
る

離
職
者
の
基
本
手
当
の
給
付
日
数
に
係
る
特

例
、「
出
生
後
休
業
支
援
給
付
」・「
育
児
時
短

就
業
給
付
」
の
創
設
、
高
年
齢
雇
用
継
続
給

付
の
給
付
率
引
下
げ
、
10
月
か
ら
教
育
訓
練

休
暇
給
付
金
の
創
設
な
ど
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
経
過
措
置
終
了

　
今
年
３
月
末
で
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者

を
限
定
で
き
る
経
過
措
置
が
終
了
、
４
月
か

ら
事
業
主
が
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
と
し

て
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
す
る
場
合
は
、
原

則
と
し
て
希
望
者
全
員
を
対
象
と
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
建
築
基
準
法
、
建
築
物
省
エ
ネ
法
改
正

　
建
築
物
の
省
エ
ネ
基
準
や
構
造
安
全
性
基

準
へ
の
適
合
に
つ
い
て
、
審
査
プ
ロ
セ
ス
を

通
じ
て
確
実
に
担
保
す
る
た
め
、「
４
号
特

例
」（
小
規
模
建
築
物
に
お
け
る
建
築
確
認

申
請
の
審
査
省
略
制
度
）の
見
直
し
・
縮
小
、

建
築
物
へ
の
木
材
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

簡
易
な
構
造
計
算
で
建
築
可
能
な
３
階
建
て

木
造
建
築
物
の
範
囲
拡
大
、
建
築
物
の
省
エ

ネ
化
を
促
進
す
る
た
め
、
全
て
の
新
築
住

宅
・
非
住
宅（
住
宅
以
外
の
建
設
物
）の
省
エ

ネ
基
準
へ
の
適
合
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　流
通
業
務
総
合
効
率
化
法
、
貨
物
自
動
車

　運
送
事
業
法
改
正

　
物
流
事
業
者
・
荷
主
に
対
し
て
、
物
流
効

率
化
の
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
措
置
の
努
力

義
務
化
、
特
定
事
業
者
の
指
定
・
義
務
付
け

な
ど
の
規
制
強
化
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
間
の

取
引
に
対
し
て
、
運
送
契
約
締
結
時
の
書
面

交
付
等
の
義
務
付
け
、
下
請
け
適
正
化
の
努

力
義
務
化
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
に
対
し
て
、

貨
物
軽
自
動
車
安
全
管
理
者
の
選
任
・
定
期

講
習
受
講
の
義
務
付
け
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

令和７年度  税制・企業関係法の改正

　商工会議所の要望で実現した
令和７年度税制改正の主な事項
は以下のとおりです。
・中小企業経営強化税制の延長
（２年）・拡充（売上100億円
を目指す企業に対して建物・
その付帯設備を対象に追加）
・中小企業投資促進税制の延長
（２年）
・償却資産に係る固定資産税の
軽減措置の延長（２年）・拡充
（表明する賃上げ率に応じて
最大４分の１に軽減）
・中小企業の法人税率の軽減措
置の延長（２年）
・事業承継税制特例措置におけ
る役員就任要件の事実上の撤
廃

令和７年度税制改正 令
和
７
年
度
税
制
改
正
大
綱
か
ら
中
小
企
業
関
連
、
あ
わ
せ
て
７
年
度

の
企
業
関
係
法
の
改
正
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。
詳
し

い
内
容
は
所
管
官
庁
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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女性会2月例会

青年部2月例会

■令和６年度第Ⅲ四半期の景気動向調査結果
　［令和７年１月、市内５業種150社、調査方
法：インターネット（Google Forms）・FAX、回
答率77.3％］
　業況（令和６年10～12月）は、前年と比べて「好
転企業」28.4％、「悪化企業」37.1％となり、好
転企業割合から悪化企業割合を差し引いた「Ｄ・
Ⅰ値」（景気動向指数、プラスなら好転・上昇基
調、マイナスなら悪化・下降基調）は△8.7。こ
のＤ・Ⅰ値は前年同期比8.7ポイント悪化、前期
比1.6ポイント改善しました。
　業種別の業況Ｄ・Ⅰ値は、サービス業が唯一
プラスの11.1、建設業△4.5、小売業△7.4、製造
業△16.0、卸売業△20.8となっています。
   前年同期と比べ、建設業は17.7、サービス業は
5.6ポイント改善した一方、卸売業は36.2、小売
業は25.3ポイントの大幅な悪化となり、同２業
種のＤ・Ｉ値はプラスからマイナスに転じまし
た。
　全業種の来期（１～３月）の見通しは、「好転企
業」15.5％、「悪化企業」39.7％でＤ・Ｉ値は△
24.2。前年同期と比べ14.5ポイント悪化傾向と
なっています。

財政難の市政運営の影響に懸念の声相次ぐ
 経営上の問題点は、全業種でみると、①「諸経
費増」②「人材不足」③「人件費増」④「得意先

減少」の順で、前回調査の②③が逆に。建設業
の一番の問題点は「人材不足」となっています。
　具体的な業界問題点として、各業界から諸物
価高騰などのほか、財政悪化に伴う令和７年度
からの市政運営（財政健全化計画の推進）によ
り、「工事量の減少」「地域経済の縮小」「影
響は大きい」といった懸念の声が多数寄せられ
ました。また、繁華街の衰退を実感し、行く末
を危惧するサービス業のコメントもありました。

最低賃金の改定で半数ほどの事業所が賃上げ
　令和６年10月の北海道最低賃金改定に伴う賃
上げに関する実態調査を同景気動向調査の付帯
調査として実施しました（回答116社）。
　パート・アルバイトでは52％、正社員では
55％の事業所が賃上げを行っていました。パー
ト・アルバイトの引き上げ額は「50円」（50.8％）、

「51～100円」（23.0％）、「49円以下」（14.7％）の
順。賃金引き上げ対策（複数回答）として、「商
品・サービスの引き上げ」（18社）、「対応したい
ができていない」（17社）、「対応の必要を感じな
い」（13社）、「設備投資による省力化」（11社）、

「販路拡大・売上増加」（９社）などと回答してい
ます。
　※詳細については当所のホームページをご覧
ください。　　　　　　　　（担当　古川　佳佑）

　

女
性
会
の
２
月
例
会
は
１
泊
研
修
と
し
て
、

16
・
17
の
両
日
、
22
人
の
参
加
に
よ
り
温
根

湯
温
泉
の
大
江
本
家
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
年
に
１
回
の
一
泊
研
修
。
同
ホ
テ
ル
で

は
、
例
会
で
の
報
告
事
項
の
周
知
に
続
き
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

よ
り
充
実
し
た
女
性
会
活
動
、
今
年
計
画
し

て
い
る
創
立
40
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て
活

発
に
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
　

　
そ
の
あ
と
、
懇
親
会
の
場
で
は
飲
食
と
と

も
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や

持
ち
寄
っ
た
提
供
品
に
よ
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

な
ど
も
楽
し
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
次
会
、

温
泉
へ
の
入
浴
な
ど
を
通
じ
て
、
参
加
者
は

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。（

担
当
　
池
亀
　

由
基
）

　
青
年
部
の
２
月
例
会
は
18
日
、
57
人
の
出

席
に
よ
り
、
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
令
和
時
代
の
企
業
を
支
え
る

人
材
育
成
戦
略
」
、
サ
ブ
テ
ー
マ
は
「
世
代

を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
引
き

出
す
」。
講
師
に
は
プ
ロ
コ
ー
チ
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
研
修
講
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

田
中
薫
さ
ん（
コ
ー
チ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
Ｒ
Ｉ

Ｓ
Ｅ
代
表
）を
招
き
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
企
業
が
直
面
し
て
い
る
人
材
の
育

成
・
定
着
に
係
る
課
題
を
示
し
、
問
題
意
識

を
共
有
し
た
上
で
、
田
中
さ
ん
の
講
義
に
よ

り
、
改
善
・
解
決
に
向
け
た
意
識
や
姿
勢
、

取
り
組
み
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
担
当
　
武
田
　

卓
）

業況、来期の見通し 前年と比べ悪化
Ｄ・Ｉ値はサービス業が唯一プラス

令和６年度第Ⅲ四半期
景気動向調査 結果

温
根
湯
温
泉
で
一
泊
研
修

女
性
会
２
月
例
会

人
材
育
成
戦
略
学
ぶ

青
年
部
２
月
例
会

　当所は、会員事業所限定サービスと
して、会員事業所のＨＰ紹介（当所ＨＰ
にリンク）と、企業経営の関連制度や補
助金、セミナー情報など、各種情報の
メ ー ル 配 信 を 無 料 で
行っています。会社の
ＰＲや情報収集にお役
立てください。

　（担当　古川　佳佑）

会員事業所限定
各種情報 メール配信



8 7北見商工会議所報　第176号 北見商工会議所報　第176号

〒090－0042　北見市北2条西3丁目6番地 TEL.（0157）66－2000

女性会2月例会

青年部2月例会

■令和６年度第Ⅲ四半期の景気動向調査結果
　［令和７年１月、市内５業種150社、調査方
法：インターネット（Google Forms）・FAX、回
答率77.3％］
　業況（令和６年10～12月）は、前年と比べて「好
転企業」28.4％、「悪化企業」37.1％となり、好
転企業割合から悪化企業割合を差し引いた「Ｄ・
Ⅰ値」（景気動向指数、プラスなら好転・上昇基
調、マイナスなら悪化・下降基調）は△8.7。こ
のＤ・Ⅰ値は前年同期比8.7ポイント悪化、前期
比1.6ポイント改善しました。
　業種別の業況Ｄ・Ⅰ値は、サービス業が唯一
プラスの11.1、建設業△4.5、小売業△7.4、製造
業△16.0、卸売業△20.8となっています。
   前年同期と比べ、建設業は17.7、サービス業は
5.6ポイント改善した一方、卸売業は36.2、小売
業は25.3ポイントの大幅な悪化となり、同２業
種のＤ・Ｉ値はプラスからマイナスに転じまし
た。
　全業種の来期（１～３月）の見通しは、「好転企
業」15.5％、「悪化企業」39.7％でＤ・Ｉ値は△
24.2。前年同期と比べ14.5ポイント悪化傾向と
なっています。

財政難の市政運営の影響に懸念の声相次ぐ
 経営上の問題点は、全業種でみると、①「諸経
費増」②「人材不足」③「人件費増」④「得意先

減少」の順で、前回調査の②③が逆に。建設業
の一番の問題点は「人材不足」となっています。
　具体的な業界問題点として、各業界から諸物
価高騰などのほか、財政悪化に伴う令和７年度
からの市政運営（財政健全化計画の推進）によ
り、「工事量の減少」「地域経済の縮小」「影
響は大きい」といった懸念の声が多数寄せられ
ました。また、繁華街の衰退を実感し、行く末
を危惧するサービス業のコメントもありました。

最低賃金の改定で半数ほどの事業所が賃上げ
　令和６年10月の北海道最低賃金改定に伴う賃
上げに関する実態調査を同景気動向調査の付帯
調査として実施しました（回答116社）。
　パート・アルバイトでは52％、正社員では
55％の事業所が賃上げを行っていました。パー
ト・アルバイトの引き上げ額は「50円」（50.8％）、

「51～100円」（23.0％）、「49円以下」（14.7％）の
順。賃金引き上げ対策（複数回答）として、「商
品・サービスの引き上げ」（18社）、「対応したい
ができていない」（17社）、「対応の必要を感じな
い」（13社）、「設備投資による省力化」（11社）、

「販路拡大・売上増加」（９社）などと回答してい
ます。
　※詳細については当所のホームページをご覧
ください。　　　　　　　　（担当　古川　佳佑）

　

女
性
会
の
２
月
例
会
は
１
泊
研
修
と
し
て
、

16
・
17
の
両
日
、
22
人
の
参
加
に
よ
り
温
根

湯
温
泉
の
大
江
本
家
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
年
に
１
回
の
一
泊
研
修
。
同
ホ
テ
ル
で

は
、
例
会
で
の
報
告
事
項
の
周
知
に
続
き
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

よ
り
充
実
し
た
女
性
会
活
動
、
今
年
計
画
し

て
い
る
創
立
40
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て
活

発
に
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
　

　
そ
の
あ
と
、
懇
親
会
の
場
で
は
飲
食
と
と

も
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や

持
ち
寄
っ
た
提
供
品
に
よ
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

な
ど
も
楽
し
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
次
会
、

温
泉
へ
の
入
浴
な
ど
を
通
じ
て
、
参
加
者
は

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。（

担
当
　
池
亀
　

由
基
）

　
青
年
部
の
２
月
例
会
は
18
日
、
57
人
の
出

席
に
よ
り
、
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
令
和
時
代
の
企
業
を
支
え
る

人
材
育
成
戦
略
」
、
サ
ブ
テ
ー
マ
は
「
世
代

を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
引
き

出
す
」。
講
師
に
は
プ
ロ
コ
ー
チ
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
研
修
講
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

田
中
薫
さ
ん（
コ
ー
チ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
Ｒ
Ｉ

Ｓ
Ｅ
代
表
）を
招
き
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
企
業
が
直
面
し
て
い
る
人
材
の
育

成
・
定
着
に
係
る
課
題
を
示
し
、
問
題
意
識

を
共
有
し
た
上
で
、
田
中
さ
ん
の
講
義
に
よ

り
、
改
善
・
解
決
に
向
け
た
意
識
や
姿
勢
、

取
り
組
み
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
担
当
　
武
田
　

卓
）

業況、来期の見通し 前年と比べ悪化
Ｄ・Ｉ値はサービス業が唯一プラス

令和６年度第Ⅲ四半期
景気動向調査 結果

温
根
湯
温
泉
で
一
泊
研
修

女
性
会
２
月
例
会

人
材
育
成
戦
略
学
ぶ

青
年
部
２
月
例
会

　当所は、会員事業所限定サービスと
して、会員事業所のＨＰ紹介（当所ＨＰ
にリンク）と、企業経営の関連制度や補
助金、セミナー情報など、各種情報の
メ ー ル 配 信 を 無 料 で
行っています。会社の
ＰＲや情報収集にお役
立てください。

　（担当　古川　佳佑）

会員事業所限定
各種情報 メール配信
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河西建設株式
会社

舗装工事

代表取締役社長　篠　尾　和　孝

本　　社／北 見 市 花 月 町 ６ － ２
電 話（0157）61－3101番
ＦＡＸ（0157）61－3103番

プラント／北見市端野町忠志14－１
電 話（0157）56－3668番

北見商工会議所
北見工業大学

事 業 継 承

創業・経営
販 路 拡 大

企業訪問

窓口対応

●フォローアップ
●シーズ発掘・
　ニーズ調査

相談受付

法・税務知識
資 金 調 達

地元金融機関

中小機構 北海道本部

北海道経済産業局

北見工業技術センター運営協会

北 見 市

one
stop
北見ビジネス総合
サポートセンター

■
一
般
社
団
法
人
Ａ
型
就
労
支
援
施
設
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

　（
村
田 

貢
範
さ
ん
、
西
富
町
２
丁
目
６
ー
10
、
Ａ
型
就
労
支
援
施
設

（
清
掃
））

■
㈱
五
洋
機
材

　（
松
田 

善
光
さ
ん
、
美
山
町
西
４
丁
目
49
ー
65
、
管
材
卸
販
売
）

　
労
働
保
険（
労
災
保
険
、
雇
用

保
険
）
の
「
年
度
更
新
」（
６
／

１
〜
７
／
10
）の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
か
。
事
業
主
は
、
前
年

度
の
確
定
保
険
料（
精
算
）と
当

年
度
の
概
算
保
険
料
を
併
せ
て

申
告
・
納
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
期
間
内
に
納
付
・
申
告
さ
れ

な
い
場
合
、
追
徴
金
が
課
せ
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
賃
金

管
理
を
整
理
し
、
年
度
更
新
に

備
え
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
労
働
保
険
の
保
険
料
は
、
毎

年
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
を
保
険
年
度

と
し
て
お
り
、
保
険
年
度
の
中

途
で
保
険
関
係
が
成
立
し
た
場

合
は
、
当
該
保
険
関
係
の
成
立

日
か
ら
保
険
年
度
の
末
日（
３
／

31
）
ま
で
の
分
を
計
算
し
ま
す
。

　
年
度
更
新
の
詳
細
は
北
見
労
働
基
準
監

督
署（
労
災
）、
北
見
公
共
職
業
安
定
所

（
雇
用
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

　
　

労
働
保
険
事
務
を
代
行
し
て
い
ま
す

　　
当
所
は
厚
労
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
労

働
保
険
事
務
組
合
と
し
て
、
年
度
更
新
な

ど
労
働
保
険
事
務
の
処
理
（
代
行
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
代
行
の
メ
リ
ッ
ト
に
は
、
事
務
の
大
幅

な
軽
減
の
ほ
か
、
労
働
保
険
料
の
額
に
か

か
わ
ら
ず
分
割
（
３
回
）
納
付
が
適
用
に

な
る
、
事
業
主
や
家
族
従
業
員
が
労
災
保

険
に
加
入
で
き
る
こ
と
（
特
別
加
入
）
が

あ
り
ま
す
。
　
　

　
手
数
料
は
常
用
従
業
員
数
、
一
元
・
二

元
適
用
事
業
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
当
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（
担
当
　
池
亀
　

由
基
）

労
働
保
険
の
年
度
更
新 

　
当
所
が
運
営
す
る
「
北
見
ビ
ジ
ネ
ス
総

合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
北
見
経
済
セ

ン
タ
ー
２
階
、
通
称
・
ビ
ズ
サ
ポ
北
見
）

で
は
、
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
経
営

課
題
を
抱
え
る
中
小
企
業
経
営
者
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

　
同
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
は
、
事
業
提

携
先
の
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
北
海
道

本
部
北
見
オ
フ
ィ
ス
と
北
海
道
知
的
財
産

情
報
セ
ン
タ
ー
北
見
サ
テ
ラ
イ
ト
が
同
居

し
て
い
ま
す
。  

　
同
北
見
オ
フ
ィ
ス
を
は
じ
め
、
北
見
工

大
、
金
融
機
関
、
税
務
・
法
務
機
関
と
連

携
し
て
相
談
案
件
に
応
じ
た
専
門
家
の
紹

介
も
行
っ
て
い
ま
す
。
　

　
創
業
・
開
業
か
ら
事
業
の
経
営
に
係
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
対
応
な
ど
、
同
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー（
℡
57
ー
５
６
７
７
）に
ご
相

談
く
だ
さ
い（
無
料
）。

（
担
当
　
竹
中
　

秀
之
）  

　　
当
所
と（
独
法
）工
業
所
有
権
情
報
・
研

修
館
北
海
道
知
財
総
合
支
援
窓
口
の
共
催

に
よ
る
「
知
財
に
関
す
る
相
談
会
」
は
、

３
月
27
日
、
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
約
制
。
当
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
℡
23
ー
４

１
１
１
）。

　
当
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る（
公
財
）

北
海
道
中
小
企
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
オ

ホ
ー
ツ
ク
支
部
で
は
職
員
３
名
（
う
ち
２

名
非
常
勤
）
体
制
で
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
に
係
る

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す（
無
料
）。
お
問
い

合
わ
せ
は
、同
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部（
℡
31
ー

１
１
２
３
）
へ
。

〈
知
財
に
関
す
る
相
談
会
〉

〈
北
海
道
中
小
企
業
総
合

　
　
　
　
　支
援
セ
ン
タ
ー
〉

〈ビズサポ北見〉創業・開業、経営課題に対応

令和７年度 各種検定試験

新入会員
紹介

悩
ん
だ
ら
、困
っ
た
ら…

ビ
ジ
ネ
ス
の
課
題
解
決
に

専
門
家
に
無
料
で
聞
け
る

 

専 

門 

相 

談

確定・概算保険料の申告・納付

（入会日　令６・12/10～7・2/19）

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

検 　定 　名

     

受　付　期　間

     

試　験　日

     

《受　験　料》

     

 
珠 算（段位、暗算）

 ６月22日 ５月２日～５月22日
  10月26日 ９月８日～９月25日
  ８年　２月８日 12月15日～１月８日
 簿   記（１～３級） ６月８日 ４月21日～５月12日（ネット5/9）
 　　　　〃 11月16日 ９月29日～10月20日
 　〃　（２・３級） ８年　２月22日 １月６日～１月26日（ネット1/23）
 北海道観光マスター　 11月23日 ９月１日～10月31日　

お問い合せ・申込は
北見商工会議所地域振興部（℡23-4111）

［珠算］１級2,800円、準１級2,400円、２級2,000円、準２級1,900円、３級1,800円、準３級
1,500円、４～６級1,200円、７～10級1,000円　段位3,500円（珠算のみ3,000円、暗算のみ
1,500円）、暗算１～３級・準１～準３級1,200円、４～６級1,100円、７～10級1,000円

［簿記］１級8,800円、2級5,500円、３級3,300円　
［北海道観光マスター］５,000円（当所事務局窓口で北海道観光マスター公式ガイドブック（税込
2,800円）を販売しております）　

ネット試験のリテールマーケティング検定は、CBTS受験サポートセンター（TEL03-5209-0553）、
ＰＣ検定は、ＮＰＯ法人人材育成ネットワーク（TEL0157-36-3671）、カラーコーディネーター、
福祉住環境コーディネーター、ビジネス実務法務、環境社会（eco）、ビジネスマネジャー検定は、
東京商工会議所検定センター（TEL050-5830-3365）にお問い合わせください。
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河西建設株式
会社

舗装工事

代表取締役社長　篠　尾　和　孝

本　　社／北 見 市 花 月 町 ６ － ２
電 話（0157）61－3101番
ＦＡＸ（0157）61－3103番

プラント／北見市端野町忠志14－１
電 話（0157）56－3668番

北見商工会議所
北見工業大学

事 業 継 承

創業・経営
販 路 拡 大

企業訪問

窓口対応

●フォローアップ
●シーズ発掘・
　ニーズ調査

相談受付

法・税務知識
資 金 調 達

地元金融機関

中小機構 北海道本部

北海道経済産業局

北見工業技術センター運営協会

北 見 市

one
stop
北見ビジネス総合
サポートセンター

■
一
般
社
団
法
人
Ａ
型
就
労
支
援
施
設
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

　（
村
田 

貢
範
さ
ん
、
西
富
町
２
丁
目
６
ー
10
、
Ａ
型
就
労
支
援
施
設

（
清
掃
））

■
㈱
五
洋
機
材

　（
松
田 

善
光
さ
ん
、
美
山
町
西
４
丁
目
49
ー
65
、
管
材
卸
販
売
）

　
労
働
保
険（
労
災
保
険
、
雇
用

保
険
）
の
「
年
度
更
新
」（
６
／

１
〜
７
／
10
）の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
か
。
事
業
主
は
、
前
年

度
の
確
定
保
険
料（
精
算
）と
当

年
度
の
概
算
保
険
料
を
併
せ
て

申
告
・
納
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
期
間
内
に
納
付
・
申
告
さ
れ

な
い
場
合
、
追
徴
金
が
課
せ
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
賃
金

管
理
を
整
理
し
、
年
度
更
新
に

備
え
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
労
働
保
険
の
保
険
料
は
、
毎

年
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
を
保
険
年
度

と
し
て
お
り
、
保
険
年
度
の
中

途
で
保
険
関
係
が
成
立
し
た
場

合
は
、
当
該
保
険
関
係
の
成
立

日
か
ら
保
険
年
度
の
末
日（
３
／

31
）
ま
で
の
分
を
計
算
し
ま
す
。

　
年
度
更
新
の
詳
細
は
北
見
労
働
基
準
監

督
署（
労
災
）、
北
見
公
共
職
業
安
定
所

（
雇
用
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

　
　

労
働
保
険
事
務
を
代
行
し
て
い
ま
す

　　
当
所
は
厚
労
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
労

働
保
険
事
務
組
合
と
し
て
、
年
度
更
新
な

ど
労
働
保
険
事
務
の
処
理
（
代
行
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
代
行
の
メ
リ
ッ
ト
に
は
、
事
務
の
大
幅

な
軽
減
の
ほ
か
、
労
働
保
険
料
の
額
に
か

か
わ
ら
ず
分
割
（
３
回
）
納
付
が
適
用
に

な
る
、
事
業
主
や
家
族
従
業
員
が
労
災
保

険
に
加
入
で
き
る
こ
と
（
特
別
加
入
）
が

あ
り
ま
す
。
　
　

　
手
数
料
は
常
用
従
業
員
数
、
一
元
・
二

元
適
用
事
業
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
当
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（
担
当
　
池
亀
　

由
基
）

労
働
保
険
の
年
度
更
新 

　
当
所
が
運
営
す
る
「
北
見
ビ
ジ
ネ
ス
総

合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
北
見
経
済
セ

ン
タ
ー
２
階
、
通
称
・
ビ
ズ
サ
ポ
北
見
）

で
は
、
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
経
営

課
題
を
抱
え
る
中
小
企
業
経
営
者
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

　
同
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
は
、
事
業
提

携
先
の
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
北
海
道

本
部
北
見
オ
フ
ィ
ス
と
北
海
道
知
的
財
産

情
報
セ
ン
タ
ー
北
見
サ
テ
ラ
イ
ト
が
同
居

し
て
い
ま
す
。  

　
同
北
見
オ
フ
ィ
ス
を
は
じ
め
、
北
見
工

大
、
金
融
機
関
、
税
務
・
法
務
機
関
と
連

携
し
て
相
談
案
件
に
応
じ
た
専
門
家
の
紹

介
も
行
っ
て
い
ま
す
。
　

　
創
業
・
開
業
か
ら
事
業
の
経
営
に
係
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
対
応
な
ど
、
同
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー（
℡
57
ー
５
６
７
７
）に
ご
相

談
く
だ
さ
い（
無
料
）。

（
担
当
　
竹
中
　

秀
之
）  

　　
当
所
と（
独
法
）工
業
所
有
権
情
報
・
研

修
館
北
海
道
知
財
総
合
支
援
窓
口
の
共
催

に
よ
る
「
知
財
に
関
す
る
相
談
会
」
は
、

３
月
27
日
、
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
約
制
。
当
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
℡
23
ー
４

１
１
１
）。

　
当
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る（
公
財
）

北
海
道
中
小
企
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
オ

ホ
ー
ツ
ク
支
部
で
は
職
員
３
名
（
う
ち
２

名
非
常
勤
）
体
制
で
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
に
係
る

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す（
無
料
）。
お
問
い

合
わ
せ
は
、同
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部（
℡
31
ー

１
１
２
３
）
へ
。

〈
知
財
に
関
す
る
相
談
会
〉

〈
北
海
道
中
小
企
業
総
合

　
　
　
　
　支
援
セ
ン
タ
ー
〉

〈ビズサポ北見〉創業・開業、経営課題に対応

令和７年度 各種検定試験

新入会員
紹介

悩
ん
だ
ら
、困
っ
た
ら…

ビ
ジ
ネ
ス
の
課
題
解
決
に

専
門
家
に
無
料
で
聞
け
る

 

専 

門 

相 

談

確定・概算保険料の申告・納付

（入会日　令６・12/10～7・2/19）

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

検 　定 　名

     

受　付　期　間

     

試　験　日

     

《受　験　料》

     

 
珠 算（段位、暗算）

 ６月22日 ５月２日～５月22日
  10月26日 ９月８日～９月25日
  ８年　２月８日 12月15日～１月８日
 簿   記（１～３級） ６月８日 ４月21日～５月12日（ネット5/9）
 　　　　〃 11月16日 ９月29日～10月20日
 　〃　（２・３級） ８年　２月22日 １月６日～１月26日（ネット1/23）
 北海道観光マスター　 11月23日 ９月１日～10月31日　

お問い合せ・申込は
北見商工会議所地域振興部（℡23-4111）

［珠算］１級2,800円、準１級2,400円、２級2,000円、準２級1,900円、３級1,800円、準３級
1,500円、４～６級1,200円、７～10級1,000円　段位3,500円（珠算のみ3,000円、暗算のみ
1,500円）、暗算１～３級・準１～準３級1,200円、４～６級1,100円、７～10級1,000円

［簿記］１級8,800円、2級5,500円、３級3,300円　
［北海道観光マスター］５,000円（当所事務局窓口で北海道観光マスター公式ガイドブック（税込
2,800円）を販売しております）　

ネット試験のリテールマーケティング検定は、CBTS受験サポートセンター（TEL03-5209-0553）、
ＰＣ検定は、ＮＰＯ法人人材育成ネットワーク（TEL0157-36-3671）、カラーコーディネーター、
福祉住環境コーディネーター、ビジネス実務法務、環境社会（eco）、ビジネスマネジャー検定は、
東京商工会議所検定センター（TEL050-5830-3365）にお問い合わせください。



2025.2.20担当社長/信田

● 令和７年度事業計画の原案承認

● 令和７年度部会・委員会活動計画　

● 北見経済センター貸会議室の運営

● 会費の改定

● 令和７年度税制・関連法の改正

● 令和７年度各種検定試験日程

　北見の冬をにぎやかに彩った「第55回北見
冬まつり」（2/8・9）と「第26回2025北見厳
寒の焼き肉まつり」（2/7）。市内外からの来場
者が冬や食を満喫しました

　昭和63年に創業した㈱
ナカシン（中智美現社長）
は、道産大豆の卸売、不
動産の賃貸業のほか、ス
マートフォン向けアプリ
ケーションの開発・提供
などの業務を行っていま
す。アプリ開発は東京で
システムエンジニア（ＳＥ）
を務め平成30年に帰郷し
た中高晃専務（36）が担当。

「禁煙ソルジャー」「禁酒マン」など、ゲーム感
覚で楽しく健康づくりを推進できるアプリをメイ
ンに18種類を開発。令和３年から無料配信を開始
し、現在の月間アクティブユーザーは約４万人。
要望に応え高機能化・外国版にも対応。「健康づ
くりのきっかけになれば」と話す中専務。北見の
企業誘致情報も独自に発信。「ＳＥ、アプリ開発
で培ったスキルを他業務の推進、北見のＰＲにも
生かしていきたい」と話しています。

　昭和63年設立の㈲ブリックヨウコ（塩田英穂社
長）が経営する「yoshinoya GINZA（ヨシノヤ
ギンザ）」。塩田社長（75）は昭和50年代に函館で
靴業界に入り、北見で独立開業（㈱ブリックシオ
タ）。フランスやイタリアでの仕入れ、銀座ヨシ
ノヤ（日本の高級婦人靴ブランド）のフランチャ
イズ店として婦人靴をメインにバッグやアウター
を取り揃えています。顧客は30代から80代と幅
広い。「履き心地があってのデザイン」と、コー
ディネートも提案しながらの接客スタイル。同店
を切り盛りする社
長夫人も靴業界歴
は長く、この商売
の魅力は、「人と
の出会い」と。目
指すは「国内外の
厳選した婦人靴を
メインとしたセレ
クトショップ」。

４
　

月

３
　

月

◆７日 道商連正副会頭会議・人材対策等合同委
員会・政策委員会・常議員会・通常議員
総会合同会議、日本商工連盟北海道連合
会総会（札幌市）

◆10日　三役会、第336回常議員会
◆12日　マル経審査会
◆14日 新入社員研修講座、専門家個別経営相談

（21日・26日）
◆17日 三役会、日本商工連盟北見地区連盟総会、

第222回通常議員総会、市政報告会
◆26日　創業相談DAY
◆27日 知財に関する無料相談会
   
◆３日　東北海道商工会議所専務理事・事務局長

会議（帯広市）
◆４日　三役会、専門家個別経営相談（11日・18

日・25日）
◆９日 オホーツク管内商工会議所会頭会議
◆20日　情報処理技術者試験
◆21日　三役会
◆22日　定期健康診断（～24日）
◆23日　議員会視察研修（～25日、一関・弘前市）

発行日　2025年３月６日（隔月発行）　　　発行人　専務理事　服　部　浩　司
発行所　北見商工会議所　北見市北３条東１丁目２　TEL（0157）23-4111　FAX（0157）22-2282
ホームページ　http://kitamicci.or.jp
メ ー ル　info@kitamicci.or.jp

　新年を迎え、すでに２カ月が経過し３月
となり、北海道でもだいぶ春の兆しが感じ
られる時期となってきました。
　また、３月下旬から４月上旬にかけては、
転勤や進学などにより引っ越しのピークに
なってきます。当所でも時期は若干異なり
ますが、５月下旬完成予定の新経済セン
タービルへの引っ越しを控えています。
　ただ、自分の机や棚の中にある整理して

いない大量の書類などのことを考えると、引っ越し
がかなり億劫となり、日頃から整理整頓をしっかり
としておけば良かったと、今更ながら後悔していま
す。気づけば引っ越しまで残り数カ月しかありませ
んので、何とか片付けて間に合わせたいと思います。
　最後に、このようなことにならないためにも仕事
における整理整頓のポイントとして、①整理整頓の
基本は「捨てる」こと、②使った物を置きっぱなし
にしない、③物の定位置を決めておく、④就業時に
整頓する習慣をつけることの4点が重要とのことで
す。
　新しい事務所に移った際には、毎日、朝からきれ
いな職場で仕事ができるように日頃からの整理整頓
を徹底していきたいです。

編
集
後
記

編
集
後
記

日頃からの整理整頓の大切さ再認識
新経済センタービルへの引っ越しを控え

CONTENTS

会員紹介ご希望の事業所は当所地域振興部（☎23‒4111）宛ご連絡願います。（掲載：無料）

北見市北斗町２丁目１－26　TEL25－2672 北見市北１条西２丁目14　TEL26－0231

道産大豆卸、不動産、健康アプリの開発

㈱ナカシン
仏・伊から直接仕入れ「yoshinoya GINZA」を経営

㈲ブリックヨウコ

今後の予定今後の予定

北見商工会議所報
き た み　№176

会 員 紹 介 会員増強運動中！
～非会員に入会をお勧めください～

北見商工会議所は、「健康経営優良
法人」の認定を受け、会員事業所の

「健康経営」を推進しています
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